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事業名 地域コミュニケーションシステム構築事業 

事業主体 

（連絡先） 

佐久市 

総務部 危機管理課（0267-62-3008） 

事業区分 地域協働の推進に関する事業 

事業タイプ ソフト 

総事業費 6,600,000 円（うち支援金：5,000,000 円） 

 

 

①地域コミュニティの活性化 

②地域防災力の向上 

※自己評価【Ａ】 

【理由】 

・防災行政無線の内容を音声で聞

けるだけでなく、ライブカメラ映

像や防災マップの掲載など、災害

時にもより使いやすい機能を搭載

できた。 

【完成したシステム】 

 【目標・ねらい】 

本事業の目的は、本システムの導入により、行政－住

民間や住民－住民間の情報共有を図ることで、希薄化す

る地域コミュニティの活性化を目指すとともに、地域防

災力の向上を高めるものである。 

そのため、「地域コミュニケーションシステムを構築

する」という本事業の効果を数値で表すことは難しい

が、構築したシステムを最大限活用することにより、地

域の活性化や地域防災力の向上といった事業目的の達

成を図っていく。 

核家族化や少子化などにより希薄化する地域コミュ

ニティの課題解決のため、地域をつなぐコミュニケーシ

ョンツールとしての音声アプリを活用し、地域コミュニ

ケーションシステムを構築する 

本システムでは、大きく以下の３つの機能を有する。 

①市の情報ポータル 

②防災行政無線の補完 

③地域をつなぐコミュニケーションツール 

 広報紙などにより周知を図るほか、市民活動サポート 

センターと連携し、システムの利用促進を図る。 
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本村の PR キャラクターである「カフェバスのち

ょっくらさん」を活用し、キャラクターと村のイ

メージを結びつけることにより、村の PR と浸透

を図るため、３つの事業を実施。 

①村営バスラッピング事業 

・既存の村営バスに村内外から公募した PR キャ

ラクターのデザインをラッピング。 

デザイン募集 ７月 ラッピング実施 10 月 

②スタンプラリー設置事業 

・キャラクターを活用したスタンプラリーを村内

の観光施設等で実施（9月～11 月） 

③着ぐるみ作成事業 

・キャラクターの着ぐるみを作成し、村の行事の 

際に着用 

７月１日～８月 31 日 着ぐるみ製作 

小学校、保育所の運動会や CM 大賞などで披露 

事 業 効 果  

 

①事業の実施により、村民に対しては、キャラク

ターを身近に感じられるようになり、村内で

は、キャラクターと村のイメージが結びつき、

浸透した。しかし、新型コロナウイルス感染拡

大により首都圏等への PR が不十分だっため、

村外へのイメージの結びつきと浸透とまではい

かなかった。 

②新型コロナウイルス感染拡大により、大幅に利

用者数が減少していたが、感染拡大が一時的に

収まった期間においては、利用者数が回復し、

全体としてもわずかな利用者数の減少にとどめ

ることができた。 

③子ども世代を中心に、村民がキャラクターを認

知し、愛着を持ってくれた。 

 

 

 

 

 

 

事業名 南相木村 PR キャラクター「カフェバスのちょっくらさん」の活用による村の魅

力 UP 事業！ 

事業主体 

（連絡先） 

南相木村 

南佐久郡南相木村 3525 番地１ 

事業区分 (１)地域協働の推進に関する事業 

事業タイプ ソフト・ハード 

総事業費 2,184,725 円（うち支援金：1,495,000 円） 

（活動写真） 

①キャラクターと村のイメージの

結びつけによる村の PR と浸透 

②村内観光施設の利用者増加 

③キャラクターをとおして村民が

村への愛着を深めること 

※自己評価【 C 】 

【理由】 

村民がキャラクターを認知し、愛

着を持ってくれたが、コロナ禍と

いうこともあり村外への認知はま

だまだ少ない。 

【スタンプラリーの様子】 

 【目標・ねらい】 
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今年度実施した事業により、村民がキャラクターを認知し、愛着を持ってくれたが、コロナ

禍ということもあり村外への認知はまだまだ少ない。そこで、コロナなどの感染症拡大でも影
響が少ない SNS や現在進めているフリー素材などで活用して村内外問わず、多くの人に利用
してもらうことにより周知していく方法などに展開していきたい。 

そして PR 動画「カフェバスのちょっくらさん」を多くの方が閲覧しているという観点から
動画による PR も充実させていきたい。 
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事業名 東信州中山道の魅力を発信するブランド確立事業 

事業主体 

（連絡先） 

東信州中山道連絡協議会 

（軽井沢町商工会内 ℡0267-45-5607） 

事業区分 （６）ア 特色ある観光地づくり 

事業タイプ ソフト 

総事業費 722,940 円（うち支援金：578,000 円） 

 

 

①行政、民間の各種団体の連携によ

る国内誘客促進 

②広域的な連携による観光資源の

魅力発信 

③東信州中山道のブランド確立 

※自己評価【Ｂ】 

【理由】 

日本語版のウォーキングマップの

作成及び広域的な配布ができたの

で魅力発信に繋がったが、広域的

な連携に深くつなげることができ

なかった。 

【ウォーキングマップ 

   「東信州中山道を歩く」】 

 

 【目標・ねらい】 

新型コロナウイルス感染症により、国内旅行への需要

が多くなることを見据え、広域的に配布を行い、観光客、

来訪客に積極的にＰＲを行い東信州中山道の魅力を伝

えることができた。宿場ガイドが観光客に宿場案内、中

山道の歴史案内で本マップを配布し、観光客に対し本マ

ップを活用した案内をしていただき、東信州中山道の魅

力を伝え理解を深めてもらうことが可能となった。 

また、隣接する群馬県坂本宿、下諏訪宿、他県内中山

道街道へ配布を行うことができ、少人数で楽しめ、青空

の下、密になりにくい、東信州中山道街道歩きの魅力を

広域的に発信することができ、今後、誘客に大きく貢献

することが期待できる。 

１ 本年度は、平成３０年度作成のウォーキングマップ

「東信州中山道を歩く」（日本語版）に隣接地区にある

宿場（坂本宿、下諏訪宿）を加えて改訂版を 10,000 部

作成した。 

観光案内所、構成団体である市町観光関連施設、商工

団体、観光協会へ配布したほか、あわせて、構成団体の

各地域にある宿場ガイドを行う団体、さらに東信州中山

道に隣接する坂本宿、下諏訪宿、他県内中山道街道に配

布したことで、東信州中山道街道歩きの魅力を連携して

広域的に発信することができた。 

今後は新型コロナウイルス感染症拡大の状況によりマイクロツーリズムの需要により、国内旅行

で比較的近隣へ観光に出かける需要は益々増加すると考え、このことからも野外で感染リスクの

低い中山道街道歩きはとても魅力があるツールとなることが予測される。しかしながら、東信州

中山道はまだまだ知名度が低いため、広域的に東信州中山道以外の中山道沿線の団体とも連携を

引き続き図り、また、地元ガイドの育成を積極的に行いながら魅力の発信する必要がある。 
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事業名 佐久地域医歯薬かかりつけハンドブック作成事業 

事業主体 

（連絡先） 

一般社団法人佐久医師会 

佐久医師会館（１階事務所） 佐久市原 569-7 

事業区分 （２）保健、医療、福祉の充実に関する事業 

事業タイプ ソフト 

総事業費  ８，０００，０００円（うち支援金：５，０００，０００円） 

①地域住民に「かかりつけ」の役割は

何かを理解し、活用してもらう。 

②地域の医療機関と医療システムの

概要を紹介する。 

③健康・医療についてのコラムによ

り健康についての啓蒙を行う。 

④地域の健康相談窓口の紹介や信州

ACE プロジェクトの紹介。 ※自己評価【 A 】 

【理由】この冊子について、佐久地

域内外の住民からの問合せもあ

り、関心の高さがうかがえる。ま

た、これらの問合せ等（医療機関、

医療情報）についての要求に応え

ることができた。継続事業の 2 回

目となり前回よりさらに充実した

内容となった。全戸配布をするこ

とで、情報機器を持たない者にも

新しい医療情報を提供できた。 

 【目標・ねらい】 

「かかりつけ」を持つ意義を解りやすく説明し、佐久地

域の病院、診療所、歯科、薬局の医療機関の基本的な情

報や、医療の特徴を示すことができた。 

「かかりつけ」を持ち、適正な医療の選択をすることで

医療の効率化と患者の負担を減らすきっかけとなった。 

患者や家族が知っておきたい地域の医療機関、基礎知

識を提供することで、これからの地域医療のあり方を考

えるきっかけとなった。 

健康への関心やこれについての県や地域の取り組み

についての紹介をはじめ、健康・医療について地域住民

にとっての有益な情報冊子となった。 

平成 27 年に作成した「かかりつけ医ハンドブック」の

リニューアルが望まれ作成された継続事業の２回目。 

佐久地域住民に日頃から医療について気軽に相談で

きる「かかりつけ」を持ってもらえるように、「佐久地域

かかりつけ（医・歯・薬）ハンドブック」（冊子 156 ペ

ージ）を作成し、佐久市及び南佐久郡町村へ全戸配布を

した。内容は「かかりつけ」の意義や選び方のアドバイ

ス、地域医療機関の基本情報や健康に関する行政の相談

窓口の紹介、長野県 ACE プロジェクトについて、その

他医療関係のコラム・お知らせなどを掲載し、患者や家

族が知っておきたい基礎知識を提供することで、安心な

地域づくりに貢献する。 

今回の冊子をきっかけに、「かかりつけ」を探すきっかけになっただけでなく、高齢社会が進む

中で健康寿命を延ばし、地域医療のあり方を考え直すきっかけにしていきたい。 

掲載された情報を基に、患者が自分に合った医療選択も可能となるほか、医療機関同士の連携、

さらに行政機関と医療機関と患者を結びつけるきっかけとなれば、医療の効率化や「医療、保健、

福祉の充実」に役立つことが期待されるし、また、そのように力を尽くしていきたい。 



（別記様式第１２号）（第３の８関係） 

（佐久地域） 

令和２年度 地域発 元気づくり支援金事業総括書 

 

 

事 業 内 容  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事 業 効 果  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 
 

 

 

コロナ禍の影響により動画撮影等に支障をきたしたが、予定通りの効果は得られた。今後、

地域住民のニーズにこたえられるよう、また、コロナ禍の影響に負けない新たな取り組みを

模索していきたい。 

 

事業名 2020 年度 佐久大学発｢足の健康サポーター｣養成事業 

事業主体 

（連絡先） 

学校法人佐久学園 

佐久市岩村田２３８４ 電話 0267-68-6680 代表 理事長 盛岡 正博 

事業区分 402 ライフステージに応じた健康づくり支援 

事業タイプ ソフト 

総事業費 １，７７９，１７２ 円（うち支援金：１，４２３，０００ 円） 

 

①オンライン公開講座の動画を佐

久大学ホームページに掲載する。 

②オンライン公開講座の動画を地

域住民へ周知し、視聴した受講者

へ感想を確認する。 

 

※自己評価【 B 】 

【理由】 

コロナ禍の影響により動画撮影等

に支障をきたしたが、予定通りの

効果は得られた。今後、地域住民

のニーズにこたえられるよう、新

たな取り組みを模索していきた

い。 

【佐久大学オンライン公開講座】 

 
 【目標・ねらい】 

①オンライン公開講座の動画を佐久大学ホームページ

に掲載する。 

動画撮影はコロナ禍の影響により 1 月に実施。編集作 

業を経て２月中旬には佐久大学ホームぺージに掲載 

できた。 

 

②オンライン公開講座の動画を地域住民へ周知し、視聴

した受講者へ感想を確認する。 

事業終了後の佐久市民の日においてイオンモール佐

久平店に訪れていた方へリーフレットを用いて動画

周知を行った。受講者へ感想を聞いたところ、「わか

りやすい内容であった」「靴の履き方が理解できた」

という感想が聞かれた。 

 

今後の取り組み 
 

オンライン公開講座「足から元気に、足育健康体操」 
 

第 1 段階は、足の健康について（基本編・座学）とし、

靴の選び方・履き方、爪切りといった誰もが生活習慣と

して身につけることが可能なセルフケア内容とした。 

第 2 段階は、身体の動かし方（実践編）とし、上半身、

肩こり解消体操、足ゆびの運動体操とし、足の健康維持

に向けたセルフケア内容とした。 
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事業名 ボディスパイダー等を活用した地域の人材育成事業 

事業主体 

（連絡先） 

社会福祉法人御代田町社会福祉協議会 

TEL:0267‐32‐1100／FAX：0267‐32‐1111 

事業区分 保健、医療、福祉の充実に関する事業 

事業タイプ ソフト・ハード 

総事業費           2,333,854 円（うち支援金：1,751,000 円） 

①身体的な機能向上 

②健康について多角的に捉える 

③地域の人材育成 

④協働していくためのきっかけづくり 

※自己評価【B】 

【理由】 

 健康教室に参加された方々の一定

の評価をいただいたが、新型コロナ

ウイルス感染症の影響により、教室

参加者以外の地域の方に、プレイル

ームを開放し、ボディスパイダー等

の活用ができなかった点について

は、今後の課題とする。 

【ボディスパイダーを活用した健康教室】 

 【目標・ねらい】 

①身体的な機能向上 

 教室に参加された多くの方々が教室終了時の体力測定の

数値が向上し、自身の身体的な状況の変化を実感した。 

②健康について多角的に捉える 

 ２回の THE・団塊（座談会）を実施し、「健康」という

概念には身体的、精神的、社会的な良好（健康）な状況

を作りだすことが重要であることを認識。 

③地域の人材育成 

 今後の地域づくりには人材育成が重要となるため、地域

住民との交流の機会を持つことができた。 

④協働していくためのきっかけづくり 

 ハートピアみよた内「プレイルーム」でのボディスパイ 

ダー等の活用については利用価値があり、他の団体との 

協働についてのヒントが得られた。 

 御代田町地域福祉センター「ハートピアみよた」内の 

一室（プレイルーム）を地域に開放するとともに、ゴムロ

ープを使用した総合体力・筋力トレーニングマシーン 

「ボディスパイダー」等を活用した健康教室（１０回）を

実施し、自身の身体的な機能向上による効果測定を行うた

めの体力測定の実施。また管理栄養士による、健康教室参

加者の一人ひとりの食事について分析を行い、栄養バラン

スやカロリー計算を行い、参加者へのフィードバックを行

った。 

こうした健康教室の実施については、個々の身体機能の

維持及び向上のみならず、精神的な健康及び社会的な健康

の重要性を学ぶ、THE・団塊（座談会）を２回実施しまし

た。 

 健康教室に参加された方々については、体力測定の数値や身体的な変化などが実感され、 

健康教室の一定の評価を得られましたが、さらなる意識の変化から行動変容に繋げるため、フォ

ローアップの教室実施と新たな人材を育成するための健康教室についても継続して実施してい

きたい。また、今後もハートピアみよた内「プレイルーム」を開放し、ボディスパイダー等の運

動器具を活用しながら、交流を生み出していくため、周知を図るとともに他の団体との協働につ

いても模索していく。 
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   事 業 内 容         

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   事 業 効 果                    【目標・ねらい】 

 

 

①支援金を活用して、「小諸ふるさと遺産」認定プレート 

 を交付、設置したことにより、「小諸ふるさと遺産」の 

 存在をＰＲできた。 

②「小諸ふるさと遺産」認定集の冊子を作成し、 

 各所へ配布したことにより、市内小・中学生から観光客まで 

 多くの人に「小諸ふるさと遺産」を知ってもらうことができた。 

                                                           

                                                            

   今後の取り組み    

 

 

・認定された「小諸ふるさと遺産」の活用について、 

 こもろ観光局との連携を引き続き図っていく。 

・「小諸ふるさと遺産」保存・活用のモデル地区を設定し 

 学習活動をすることで、小諸市全域で「小諸ふるさと 

 遺産」を大切に守り伝え、地域の活性化に役立てる 

 仕組みを醸成していく。 

 

 

 

 

 
 

事業名 小諸ふるさと遺産認定事業 

事業主体 

（連絡先） 

小諸市 

（小諸市教育委員会 文化財・生涯学習課 文化財・生涯学習係 電話 0267-22-1700） 

事業区分 （１）教育、文化・スポーツの振興に関する事業 

事業タイプ ソフト 

総事業費    ５５１，３９０ 円（うち支援金： ４４１，０００ 円） 

※自己評価【 B 】 

【理由】 

「小諸ふるさと遺産」として目標

の３９件を上回る４１件を認定

することができた。 

【 認定証交付式の様子 】 

①文化的遺産の掘り起し 

②文化的遺産の市民認知度を向上。

未来につなげる。 

③文化的遺産を使った地域振興 

 

 

 後世に伝え残していきたい「小諸ふるさと遺産」を市が認定。

今年度認定分の認定証の交付とこれまで認定した全ての遺産を

「ふるさと遺産認定集」として冊子にまとめ各所へ配布した。 

・応募期間：４月１日（水）～９月３０日（水） 

・応募数 ４３件 

・認定数 ４１件 

・認定集発行部数 １，５００部 
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事 業 内 容  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事 業 効 果  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

今後の取り組み 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事業名 「みよた学」刊行事業 

事業主体 

（連絡先） 

御代田町 

（教育委員会 電話０２６７－３２－９１００） 

事業区分 (3)教育、文化の振興 

事業タイプ ソフト 

総事業費  1,027,061 円（うち支援金： 821,000 円） 

 

① 従来無かった郷土誌の刊行 

② 自然・歴史・文化等の紹介 

③ 郷土を知り、愛着を深める 

④ 小中学生・全町民への活用 

※自己評価【 C 】 

【理由】 

従来無かった郷土誌の刊行が果た

せた。ただ、コロナ禍の問題で対

面講座が 1 度しか出来なかった。

また、編集に難航し刊行に時間を

要したことが課題である。 

【中学生へのみよた学講座】 

 【目標・ねらい】 

※地域活性化のための目標・ねらいに対してどのような効果があったか、項目

毎に記載すること。 

①「みよた学」は、御代田町で初めての平易な郷土誌と

して刊行された。 

②御代田町の自然・歴史・文化（民俗・教育）・産業（農

工業）を、ダイジェストにオールカラーで紹介できた。 

③上記の内容において、郷土御代田を知り、愛着を深め

ることが可能となった。 

④町内の小中学生、学校関係者、各戸に配布したため、

これまで関心がなかった層も含め、より多くの活用が見

込まれる。 

ふるさと御代田を、小中学生を含め、御代田全町民に知

っていただくための「みよた学」刊行事業 

内容は、御代田町の自然・歴史・文化（民俗・教育）・

産業（農工業）である。 

A4 44 頁 オールカラーの冊子「みよた学」を 6500 

部刊行し、町内の小中学生、学校関係者、各戸に配布し

た。 

刊行時、御代田中学校 3 年生に同内容を元に、茂木教育

長が「みよた学」講座を対面で行った。 

また、刊行までに時間を要し、またコロナ禍もあって、

対面講座が出来ないため、オンラインで「みよた学」講

座を 7 回実施した。 

※今後、事業効果をどうつなげていくか記載すること。 

「みよた学」は御代田町で初めての平易な郷土誌となった。ただ、コロナ禍および刊行に時間を

要したことで、対面講座が開催できなかった。図書は全町民に行き渡ったので、今後継続して「み

よた学」講座を行い、町民および児童生徒にふるさと御代田を理解していただく必要がある。 
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事 業 内 容  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事 業 効 果  
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事業名 歴史的建物の保存再生に向けた「城下町フェスタ」の実施 

事業主体 

（連絡先） 

 城下町にぎわい協議会 

 小諸市本町 3-1-4 E-mail:festa@t-garden.org 

事業区分 (3) 教育及び文化の振興に関する事業 

事業タイプ  ソフト 

総事業費     ７０８,２３８ 円（うち支援金：５６１，０００ 円） 

①「城下町フェスタ」の実施 

②旧ホテル小諸の蔵の再生活用 

③イベントを通して、小諸の古い町

並みの魅力を PR する 

※自己評価【A】 

【理由】 

新型コロナウィルスで、ほとんど

すべての行事が中止となる中、感

染防止に気をつけて力を合わせて

城下町フェスタを開催できた。 

旧ホテル小諸の蔵の再生活用も成

功し、今後の活動につながった。 

【古い蔵を再生】 

 【目標・ねらい】 

① 旧ホテル小諸の蔵を掃除し、使いたい人を集め、

ギャラリー継ぐ蔵(TSUGURA)として継続していく

こととなった。 

② 同時に公開した旧ホテル小諸の建物についても、

市民が注目してもらうことができた。 

③ 多くのマスコミに取り上げられたので、小諸城下

町の古い町並みや建物について広く知っていただ

くことができた。 

小諸城下町の古い建物を活かすために、公共施設や空き

家を借りて２日間のギャラリーをオープンし、それをめ

ぐり歩いてもらうイベントを開催。（今年で９回目） 

今回は７つの古い建物を会場として借り、「再生」をテ

ーマに、着物（古布）、家具などの再生品の展示販売を

行った。それに向けて、使われていなかった「旧ホテル

小諸」の蔵を借り、若い世代の参加者を公募し、みんな

で掃除・ディスプレイして、「ハイカラコモロポップア

ップショップ」として着物の着付けや着物を再生した。

また、長野大学による城下町クイズラリーや特設カフェ

などがオープンした。 

２日間で、約 800 人の来場者があった。 

今後、継ぐ蔵(TSUGURA)に関わりたいというメンバーと、城下町小諸の着物文化、再生文化を

PR するために、「着物を着る日」イベント（仮称）を行っていこうと話し合った。 

また、歴史ある建物が空き家（物置）のままでなっているところなどには、所有者にお声をか

けて、中の片付けや掃除の手伝いをして、建物を店や宿に貸したり売ったりしてもらえるよう

にできるとよいと話し合った。使わないけれど捨てられない古いものについては、継ぐ蔵でい

ただいて活用させていただくという流れを作っていきたいと考えている。 
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事業名 ふるさとの民話を紙芝居で楽しもう！事業 

事業主体 

（連絡先） 

特定非営利活動法人本途人舎 

小諸市相生町３－３－３ 0267-22-1019（市立小諸図書館） 

事業区分 （３）教育、文化の振興に関する事業 

（１）地域協働の推進に関する事業 

事業タイプ ソフト 

総事業費 ５６０，２４４円（うち支援金：４４８，０００円） 

（活動写真） 

別紙 

①地域の民話・伝説の再確認と気軽

に民話に触れることができるツー

ルの製作 

②次世代の伝承者育成 

③民話に関心を持つ人の増加 

※自己評価【 A 】 

【理由】 

・コロナ禍で出来ないことも多かっ

たが、完成した紙芝居は完成度が高

く、たいへん好評であった。 

・高校生と取り組んだこともあり、

マスコミ等に関心を持ってもらった

ので、より幅広くさまざまな人に民

話を知ってもらうことができた。 

【       】 

 【目標・ねらい】 

①支援金を活用して「紙芝居」という形で、民話を題

材に作品を制作することができた。紙芝居は、保育園、

学校現場等でよく活用されるので、親しまれ活用され

ると思う。また図書館では貸出も行う為、各家庭で地

元の民話を愉しめると思う。 

②高校に制作を呼びかけ、岩村田高校ボランティア班

８名の協力をいただき、はじめて地域の民話に触れて

もらうことができた。小学校でも積極的に地元の民話

に取り組んでいる学校もあるので、紙芝居をツールと

して関心をもつ子どもたちが増えると思われる。 

③広報等を通しての反応も良く、関心を持って本を手

に取ってもらうことが増えたように思う。 

１．紙芝居制作 

 東信地域の民話を題材とし、紙芝居を地域の高校生

と共に制作する。民話を紙芝居用に社員が再話し、絵

を高校生に描いてもらった。 

２．紙芝居読み聞かせ 

 紙芝居を市立小諸図書館のおはなし会で披露 

 令和３年２月２８日 

市立小諸図書館「すみれちゃんおはなし会」 

その他   児童館でのおはなし会で読み聞かせ 

 今回制作した紙芝居を積極的に活用し、保育園、小学校、図書館等での読み聞かせやイベントに使っていく。

また、様々な分野の人に関わってもらいながら、他の民話等についても活用しやすいツールを工夫し、制作し、

地元の民話の普及を図る。さまざまな人に関わってもらうことで、関心を持つ人を増やし、次世代への継承に繋

げていく。 


